
ウ
ェル
フ
ロ
ー
ト
を
設
置
す
る
と
生
き
生
き
と
し
た
演
奏
が
蘇
る

フ
レ
ー
ジ
ン
グ
や
音
色
の
変
化
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
って
く
る
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「
ウ
ェ
ル
デ
ル
タ
」
を
用
い
て
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
す
る
な
ど
、
音
に
関
わ
る
部
分

に
は
す
べ
て
同
社
の
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ

ー
を
使
っ
て
振
動
対
策
を
徹
底
し
、
音

質
改
善
を
行
っ
て
い
る
の
だ
。

マ
イ
ク
か
ら
ア
ン
プ
、電
源 

ピ
ア
ノ
の
脚
に
も
設
置
す
る

　

ウ
ェ
ル
フ
ロ
ー
ト
の
イ
ン
シ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
導
入
を
決
め
た
オ
ク
タ
ヴ
ィ

ア
・
レ
コ
ー
ド
の
江
崎
友
淑
氏
は
「
ジ

ー
ク
レ
フ
音
響
の
社
長
、
永
田
良
二
さ

ん
の
ご
自
宅
に
う
か
が
っ
て
試
聴
を
重

ね
、
ウ
ェ
ル
フ
ロ
ー
ト
の
効
果
の
大
き

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
部
分

的
に
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
録
音
を
皮
切
り
に
使
用
す
る
範
囲

を
一
気
に
広
げ
ま
す
。
音
質
の
改
善
効

果
は
と
て
も
大
き
い
の
で
、
ぜ
ひ
Ｃ
Ｄ

で
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
」
と
語
る
。

Special Issue
「オーディオアクセサリー銘機賞2022」
受賞モデル

翌日は戸澤采紀さんが弾くサン＝サーンスのヴァイオリンソナタを収録

モニタースピー
カー、電源ボック
ス、SSD内蔵の
パソコンなど、複
数の機器にボー
ドを組み合わせ、
入 念に振 動 対
策を実施

モニタールーム
でプレイバック
の音の変 化を
中心に確認

 “吊り構造式メカ”ウェルフロートは
プロの録音現場でも活躍中

前項でも紹介、ジ―クレフ音響が手掛ける独自の“吊り構造式メカ”によるウェルフ
ロート・シリーズ。同社のアイテムはオーディオファンだけでなく、プロの録音現場や演
奏家の間でもニーズが高まりつつあるという。本項では実際にその現場を取材すべく、
山之内 正氏がオクタヴィア・レコードの最新録音の現場を訪問。ここで実際にどのよう
な場所に、どんな製品が使用されているのか？エンジニアや演奏家がどんな効果を感じ
ているのか？本邦初公開のレポートをお届けしよう。

音
に
関
わ
る
部
分
す
べ
て
に 

ウ
ェ
ル
フ
ロ
ー
ト
を
設
置
す
る

　

高
崎
芸
術
劇
場
で
10
月
に
行
わ
れ
た

２
つ
の
録
音
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
見
学
す
る

機
会
が
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
オ
ク
タ
ヴ

ィ
ア
・
レ
コ
ー
ド
の
最
新
録
音
で
、
尾

城
杏
奈
の
ピ
ア
ノ
独
奏
、
そ
し
て
戸
澤

采
紀（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）と
林
絵
里（
ピ

ア
ノ
）に
よ
る
室
内
楽
を
そ
れ
ぞ
れ
数

日
間
か
け
て
収
録
す
る
企
画
だ
。
ア
ル

バ
ム
の
発
売
は
２
０
２
２
年
を
予
定
し

て
い
る
が
、
ま
ず
は
録
音
の
速
報
を
お

届
け
し
よ
う
。

　

こ
の
２
つ
の
録
音
で
は
、
オ
ク
タ
ヴ

ィ
ア
・
レ
コ
ー
ド
初
の
取
り
組
み
と
し

て
、
ジ
ー
ク
レ
フ
音
響
の
イ
ン
シ
ュ
レ

ー
タ
ー
「
ウ
ェ
ル
フ
ロ
ー
ト
」
を
マ
イ

ク
ス
タ
ン
ド
や
電
源
機
器
な
ど
、
ス
テ

ー
ジ
と
モ
ニ
タ
ー
ル
ー
ム
の
さ
ま
ざ
ま

な
録
音
機
材
に
使
用
し
て
い
る
。
さ
ら

に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
も
ピ
ア
ノ
用
の
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尾城杏奈さん。東京藝大大学院在学中のピアニスト。10月20
にデビューアルバム「尾城杏奈IN CONCERT」をリリースした。

「大学院で研究しているスクリャービンのソナタがこのアルバム
のテーマです。スクリャービンならではの響き、和音の色合いの
変化を表現することに魅力を感じています」

　

ピ
ア
ノ
独
奏
の
録
音
で
は
鍵
盤
と
反

対
側
に
設
置
し
た
メ
イ
ン
マ
イ
ク（
ノ

イ
マ
ン
Ｍ
５
０
）だ
け
で
な
く
、
楽
器

に
近
い
ス
ポ
ッ
ト
マ
イ
ク
な
ど
計
12
本

の
マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド
す
べ
て
に
ウ
ェ
ル

デ
ル
タ
を
使
用
。
Ｍ
５
０
用
の
電
源
や

マ
イ
ク
ア
ン
プ（
ミ
レ
ニ
ア 

Ｈ
Ｖ
︱

３

Ｄ
）な
ど
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
機
材
に
も

ボ
ー
ド
タ
イ
プ
の
ウ
ェ
ル
フ
ロ
ー
ト
を

使
っ
て
い
る
。

　

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
は
３
本
の
脚
そ
れ

ぞ
れ
に
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
用
の
ウ
ェ
ル
デ
ル
タ
を
組
み
合
わ

せ
て
い
る
が
、
収
録
を
終
え
た
あ
と
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
尾
城
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
高
さ
を
抑
え
た
タ
イ
プ
に
代

え
た
場
合
や
、
完
全
に
取
り
外
し
た
状

態
の
音
を
聴
き
比
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ウ
ェ
ル
デ
ル
タ
を
使
う
と
一
音
一
音
の

粒
立
ち
が
明
瞭
に
な
り
、
近
く
で
聴
い

た
と
き
だ
け
で
な
く
、
離
れ
た
位
置
で

も
音
色
や
表
情
の
変
化
を
聞
き
取
り
や

す
く
な
る
。
音
の
伸
び
が
あ
り
、
音
色

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
な
ど
、
同

様
な
変
化
は
演
奏
者
の
位
置
で
も
確
認

で
き
る
そ
う
で
、
ペ
ダ
ル
操
作
も
含
め

て
演
奏
し
や
す
さ
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

は
な
い
と
の
こ
と
。
背
の
高
い
通
常
タ

イ
プ
で
は
ピ
ア
ノ
椅
子
の
下
に
板
を
敷

い
て
高
さ
調
整
を
し
て
い
る
が
、
そ
の

場
合
も
弾
き
や
す
さ
に
影
響
は
な
い
と

い
う
。

　

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
用
の
ウ
ェ
ル
デ
ル

タ
は
耐
荷
重
が
１
個
あ
た
り
２
５
０
kg

と
大
き
く
、
約
５
０
０
kg
の
フ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
で
も
ま
っ
た

く
不
安
は
な
い
。
楽
器
の
縦
方
向
の
振

動
を
水
平
方
向
に
変
換
す
る
と
い
う
動

作
原
理
は
ウ
ェ
ル
フ
ロ
ー
ト
共
通
だ
が
、

カ
ン
チ
レ
バ
ー
と
吊
り
下
げ
式
振
り
子

構
造
を
構
成
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
用
途

に
合
わ
せ
て
サ
イ
ズ
が
複
数
あ
り
、
ボ

ー
ド
も
大
き
さ
に
よ
っ
て
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
サ
イ
ズ
が
異
な
る
。

モ
ニ
タ
ー
ル
ー
ム
の
機
材
に
設
置 

実
際
の
音
の
変
化
も
確
認
で
き
た

　

翌
日
は
戸
澤
采
紀
さ
ん
が
弾
く
サ
ン

＝
サ
ー
ン
ス
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ

第
1
番
の
収
録
。
高
崎
芸
術
劇
場
の
芸

術
監
督
で
も
あ
る
指
揮
者
の
大
友
直
人

氏
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
公
演
と
並
行

し
て
録
音
も
行
う
Ｔ
︱

Ｓ
ｈ
ｏ
ｔ
シ
リ

ー
ズ
第
５
回
目
の
一
貫
と
し
て
行
わ
れ

た
セ
ッ
シ
ョ
ン
録
音
だ
。

　

当
日
は
ホ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
モ
ニ

タ
ー
ル
ー
ム
で
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
の
音
の

変
化
を
中
心
に
確
認
し
た
。
モ
ニ
タ
ー

ス
ピ
ー
カ
ー
、
電
源
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
、

複
数
の
機
器
に
ボ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
、

録音セッションが行われた高崎芸術劇場

オクタヴィア・レコードの江崎友淑氏がメイ
ンマイクのチェックをする様子

グランドピアノは３本の脚それぞれにフルコンサートグランドピアノ用のウェルデルタ
を使用。収録後には高さを抑えたタイプに代えた場合や、完全に取り外した状態
の音も聴き比べた

ノイマンM50用の電源やマイクアンプ（ミレ
ニアHV-3D）など、ステージ上の機材にも
ボードタイプのウェルフロートを使用

メインマイクだけでなく、スポットマイクなど計12本
のマイクスタンドすべてにウェルデルタを使用

入
念
に
振
動
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
大

容
量
Ｓ
Ｓ
Ｄ
を
内
蔵
す
る
オ
ク
タ
ヴ
ィ

ア
・
レ
コ
ー
ド
自
作
の
パ
ソ
コ
ン
も
２

枚
重
ね
た
ウ
ェ
ル
フ
ロ
ー
ト
の
上
に
載

せ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
ボ
ー
ド
を
外

す
と
音
の
伸
び
や
音
場
の
見
通
し
が
後

退
し
て
し
ま
う
。
ボ
ー
ド
を
戻
す
と
途

端
に
生
き
生
き
と
し
た
演
奏
が
蘇
り
、

フ
レ
ー
ジ
ン
グ
や
音
色
の
変
化
が
鮮
明

に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
録
音
時
だ

け
で
な
く
再
生
時
で
も
そ
の
音
の
変
化

は
容
易
に
聴
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

プ
レ
イ
バ
ッ
ク
で
も
ス
テ
ー
ジ
と
同
じ

よ
う
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
の
変
化

や
ピ
ア
ノ
の
和
音
の
響
き
が
細
部
ま
で

把
握
で
き
る
た
め
、
録
音
作
業
も
ス
ム

ー
ズ
に
進
む
。

　

今
回
の
録
音
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
ジ
ー

ク
レ
フ
音
響
の
永
田
良
二
さ
ん
も
参
加

し
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
確
認
作
業
な
ど

を
進
め
て
い
た
。
永
田
さ
ん
は
、
戸
澤

采
紀
さ
ん
の
録
音
に
立
ち
会
う
た
め
に

ホ
ー
ル
を
訪
れ
て
い
た
大
友
直
人
監
督

に
ウ
ェ
ル
フ
ロ
ー
ト
の
動
作
原
理
を
説

明
し
、
監
督
は
「
大
き
な
音
の
変
化
に

驚
い
て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
。
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
全
員
が
音
質
改
善
の

効
果
の
大
き
さ
を
実
感
し
て
い
た
。
充

実
し
た
録
音
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果
を
Ｃ

Ｄ
で
楽
し
め
る
日
が
待
ち
遠
し
い
。


